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7
今 月 の トォフ

　６月 12 日、波多津東小学校で農業
体験『ドロリンピック』が行われまし
た。これは地元の田や土への愛着を深
めることを目的としたもので、毎年５
年生の児童たちが主体となって企画。
参加した 41 人は、田植え前の田んぼ
でフラッグレースやサッカーなど、全
身泥んこになりながら楽しみました。

月



　

　

６
月
７
日
、
東
山
代
町
滝
川
内

地
区
で
『
土
砂
災
害
・
全
国
統
一

防
災
訓
練
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
雨
期
を
前
に
土
砂
災
害

に
対
す
る
防
災
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
関
係
機
関
お
よ
び
地
域

住
民
の
警
戒
避
難
体
制
の
確
認
と

防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
佐
賀
県
で

は
唯
一
、
滝
川
内
地
区
で
『
住
民

主
体
の
避
難
訓
練
』
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情

報
の
発
令
、
市
災
害
対
策
本
部
の

設
置
、
市
長
の
避
難
指
示
の
発
令
、

消
防
団
に
よ
る
避
難
指
示
の
広
報

活
動
、
住
民
の
避
難
所
へ
の
避
難

と
い
っ
た
、
一
連
の
情
報
伝
達
・

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
滝
川
内
地

区
住
民
、
地
元
消
防
団
な
ど
100
人

を
超
す
参
加
者
が
、
本
番
さ
な
が

ら
の
動
き
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

災
害 

か
ら
暮
ら
し
を
守
る

　

私
た
ち
の
住
む
伊
万
里
市
は
、
長
雨
や
台
風
な
ど
の
風

水
被
害
を
受
け
や
す
い
立
地
に
加
え
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど

が
中
山
間
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
砂
災
害
の
危
険
が

大
き
い
と
こ
ろ
で
す
。
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
そ
の
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、

暮
ら
し
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

心
が
け
と
防
災
に
対
す
る
知
識
が
必
要
で
す
。

〜
７
月
９
日
は
市
民
防
災
の
日
〜
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本
格
的
な
雨
期
を
前
に
し
た
５

月
25
日
、
市
は
伊
万
里
土
木
事
務

所
、
伊
万
里
農
林
事
務
所
、
警
察
、

消
防
団
な
ど
と
合
同
で
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
災
害
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
危
険
個か

所し
ょ

の
点
検
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
先
は
、
黒

川
町
塩
屋
地
区
の
急
傾
斜
地
と
、

大
川
町
川
西
地
区
の
山
林
崩
壊
個

所
の
２
か
所
。
塩
屋
地
区
で
は
、

伊
万
里
土
木
事
務
所
か
ら
、
今
後
、

防
災
工
事
を
進
め
る
場
合
の
手
順

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
川
西
地
区
で
は
、
す
で
に
伊

万
里
農
林
事
務
所
に
よ
り
山
林
の

防
災
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
進
捗
状
況
な
ど
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

↑
災
害
対
策
本
部
で
避
難
勧
告
を
発
令
す
る

塚
部
市
長
（
上
段
右
）、
前
田
区
長
を
先
頭
に

避
難
訓
練
を
行
う
滝
川
内
区
民
の
皆
さ
ん
（
上

段
左
）、
本
番
さ
な
が
ら
の
救
助
訓
練
（
下
段
）

↑
大
川
町
川
西
地
区
の
山
林
崩
壊
個
所

で
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
関
係
者

防
災
特
集

滝
川
内
地
区
で
防
災
訓
練

雨
期
を
前
に
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル



　

　　

台
風
や
大
雨
は
、
襲
っ
て
く
る

時
期
や
規
模
を
あ
る
程
度
予
測
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
天
気
予
報
を
気
に
か
け
、
気
象

台
が
発
表
す

る
最
新
の
気

象
情
報
な
ど

を
入
手
す
る

よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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●
土
砂
災
害
と
雨
量
の
関
係　

　

土
砂
災
害
の
ほ
と
ん
ど
は
、
梅

雨
や
台
風
の
時
期
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
地
質
や
傾
斜
の
傾
き
な
ど

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
１
時

間
に
20
ミ
リ
以
上
、
降
り
始
め
か

ら
100
ミ
リ
以

上
の
雨
が
続

い
た
ら
、
土

砂
災
害
の
危

険
が
高
く
、

十
分
な
警
戒

が
必
要
で
す
。

　

大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
た
後
、
土
砂
災
害
の
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
に
、
佐
賀
県
と
気
象
台
が
合
同
で
、
市
・
町
単
位
で
発

表
す
る
も
の
で
す
。
雨
量
観
測
局
や
レ
ー
ダ
ー
で
の
雨
量
情
報
に
よ

り
、
２
時
間
先
ま
で
の
予
測
を
行
い
、
過
去
の
土
砂
災
害
事
例
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
基
準
を
超
え
る
場
合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

　

伊
万
里
市
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発

令
さ
れ
た
場
合
、
各
町
公
民
館
や
地
区
防
災
委

員
へ
の
伝
達
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
周
知
、

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
広
報
車
に
よ
る
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

機　関　名 こんなとき 電話番号

伊万里市役所
地すべり、がけ崩れ、道
路の損壊、河川の増水な
どのとき

☎㉓２１１1（代表）

伊万里土木事務所
地すべり、がけ崩れ、道
路の損壊、河川の増水な
どのとき

☎㉓４１５１

伊万里警察署
災害により生命、身体、
財産に危害が及びそうな
とき

☎１１０ または 
☎㉓３１４４

伊万里市消防本部
災害が発生したとき、け
が人や病人がでたとき

☎１１９ または
☎㉓２１１９

伊万里市水道部 水道管の破裂などのとき ☎㉓５４００

九州電力 ( 株 )
武雄営業所

停電などのとき（波多津
地区を除く）

フリーダイアル
☎0120-986-304

九州電力 ( 株 )
唐津営業所

停電などのとき（波多津
地区）

フリーダイアル
☎0120-986-301

早
め
の
避
難
と

　
　
　
　

通
報
を
！

■
が
け
崩
れ

　

し
み
込
ん
だ
水
分
が
土
の
抵
抗
力
を
弱
め
、
弱
く
な
っ
た

　

人
工
的
な
台
地
の
急
斜
面
な
ど
が
突
然
崩
れ
落
ち
ま
す
。

　

前
ぶ
れ
：
小
石
が
落
ち
て
く
る
／
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る

　

／
斜
面
の
ひ
び
割
れ  

■
地
す
べ
り

　

ゆ
る
や
か
な
斜
面
で
、
地
中
の
粘
土
層
が
地
下
水
の
影
響

　

で
動
き
出
し
ま
す
。

　

前
ぶ
れ
：
が
け
か
ら
水
が
吹
き
出
す
／
井
戸
や
沢
の
水
が

　

濁
る
／
地
面
の
ひ
び
割
れ

■
土
石
流

　

谷
や
斜
面
に
た
ま
っ
た
土
砂
な
ど
が
、
大
雨
に
よ
る
水
と

　

い
っ
し
ょ
に
一
気
に
流
れ
出
し
ま
す
。

　

前
ぶ
れ
：
山
鳴
り
が
す
る
／
川
が
濁
る
／
雨
が
降
り
続
い

　

て
い
る
の
に
川
の
水
位
が
下
が
る

土
砂
災
害
警
報
情
報

　

日
本
は
台
風
の
通
り
道

で
す
。
中
で
も
九
州
は
台

風
の
襲
来
が
多
い
と
こ
ろ

で
す
。
台
風
は
熱
帯
低
気

圧
の
ひ
と
つ
で
、
巨
大
な

空
気
の
渦
巻
き
と
い
え
ま

す
。
進
路
の
右
側
の
方
が

強
風
に
な
り
や
す
い
た
め

被
害
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
雨
や
風
が
強
く
な
っ

て
か
ら
対
策
を
始
め
る
の

で
は
な
く
、
早
め
の
準
備

を
し
ま
し
ょ
う
。

●緊急時の主な連絡先

防 災 特 集

　

集
中
豪
雨
は
、
梅
雨
の

終
わ
り
ご
ろ
に
よ
く
起
こ

り
ま
す
。
狭
い
地
域
に
限

ら
れ
突
発
的
に
降
る
た

め
、そ
の
予
測
は
困
難
で
、

中
小
河
川
の
は
ん
ら
ん
や

土
石
流
、が
け
崩
れ
な
ど
、

大
き
な
被
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
分

の
家
の
ま
わ
り
に
ど
の
よ

う
な
危
険
個
所
が
あ
る

か
、
普
段
か
ら
確
認
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

最
新
情
報
の
入
手
を

台　風

集中豪雨
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市
で
は
、
昭
和
42
年
７
月
９
日

の
大
水
害
を
教
訓
と
し
、
そ
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

ま
た
、
地
域
や
家
庭
な
ど
に
お
い

て
一
人
ひ
と
り
の
『
防
災
意
識
』

を
高
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
市

と
市
民
全
体
で
防
災
対
策
を
行
っ

て
い
く
た
め
、
７
月
９
日
を
『
市

民
防
災
の
日
』
と
し
て
定
め
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
市
役
所
内
１
階
市
民

ロ
ビ
ー
で
昭
和
42
年
７
月
９
日
の

大
水
害
の
写
真
や
防
災
グ
ッ
ズ
な

　

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
ろ
う
と
、行
政
区
単
位
で
『
地

区
防
災
会
』
が
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
区
防
災
委
員
を
中
心
に
、

次
の
よ
う
な
自
主
的
な
防
災
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
災
害
時
要
援
護
者
（
災
害
時
の

　

援
護
が
必
要
な
一
人
暮
ら
し
の

　

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
）
の
居

　

住
地
の
把
握
・
確
認

②
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
声
か
け

　

巡
回
や
住
民
へ
の
警
戒
呼
び
か
け

③
災
害
情
報
の
収
集
と
市
災
害
対

　佐賀県では、県民の皆さんが安全・安心を確保
するための一助として、携帯電話などのメール機
能を使った各種防災情報等を配信する佐賀県防災・
安全・安心情報配信システム『防災ネットあんあん』
を、次のとおり運用しています。
　ぜひ登録して、防災活動や安全・安心の確保に
役立てましょう。 
 ●配信情報の種類
①気象注意報・警報・地震情報（震度 3 以上）な
　どの防災情報
②声掛け事案、不審人物の出没など子どもに対す
　る犯罪の前兆に関する情報などの防犯情報 
③大規模な事故、テロ発生など緊急に伝達が必要
　な情報などの緊急情報
④火災の発生、鎮火に関する情報などの火災情報
⑤災害発生時の安否確認情報 
⑥光化学オキシダント情報、熱中症情報（5 月～ 9
　月）、花粉情報 （2 月～ 4 月）などの生活情報
●配信情報の対象となる地域
　県内全域（利用者の選択により、全市町一括ま
たは市町単位で設定が可能です）
●情報提供元
　県、気象庁、県警察本部、県内各消防本部など 

ど
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

●
我
が
家
の
防
災
対
策

　

災
害
は
、
家
族
全
員
が
一
緒
の

と
き
に
起
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
で
も
慌
て
ず
に

す
む
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
緊
急

用
品
の
保
管
場
所
や
避
難
所
な
ど

に
つ
い
て
、
家
族
み
ん
な
で
よ
く

確
認
し
あ
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
７
月
９
日
の
『
市
民
防
災

の
日
』
に
、
話
し
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

　

策
本
部
へ
の
伝
達

④
地
区
住
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
、

　

高
揚

⑤
市
が
行
う
防
災
訓
練
へ
の
参
加

　

協
力
な
ど

●
災
害
時
要
援
護
者
の
皆
さ
ん
を

　

守
り
ま
し
ょ
う 

　

高
齢
者
、
障
害
者
、
妊
産
婦
、

乳
幼
児
な
ど
は
、
災
害
時
に
情
報

把
握
、
避
難
な
ど
を
的
確
か
つ
迅

速
に
行
え
な
い
立
場
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
地
域
が

●利用登録の方法 
　利用者の携帯電話などに登録サイトアドレス（http://
esam.jp）を直接入力するか、または下図の QR コー
ドを読み取ることで登録サイトへアクセスし、以降画
面に表示されたガイダンスにしたがって登録します。 

自
主
防
災
組
織
『
地
区
防
災
会
』
の
活
動

７
月
９
日
は
『
市
民
防
災
の
日
』

『防災ネットあんあん』

一
丸
と
な
っ
て
支
援
を
行
え
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

佐
賀
県
消
防
防
災
課
で
は
、
自

主
防
災
活
動
の
充
実
、
強
化
を
支

援
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
を

対
象
と
し
た
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
実

施
日
の
一
週
間

前
ま
で
に
、
市

総
務
課
（
☎
㉓

２
１
２
３
）
に

相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■利用登録をして防災情報をキャッチ！

『防災ネットあんあん』
〈佐賀県情報ＱＲコード〉

※迷惑メール対策をされて
　いる人は、esam.jp から
　のメールを受信できるよ
　う設定してください
※パソコンなどのメールア
　ドレスでも登録できます
※ QR コードは（株）デン
　ソーウェーブ社の登録商
　標です
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：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　下表の避難所は、休日や夜間などに無人となる場合がありますので、事前に電話などで確認のうえ避難してくださ

い。電話がつながらない場合は、市役所（☎㉓２１１１）へ電話してください。

　緊急避難場所としている小・中学校のグラウンドなどは、突発的に大規模な風水害が発生し、市の災害対策本部か

ら指示があるまでの間、一時的に避難する場所であることを示しています。

地　区 緊　急　避　難　場　所 避　難　所 電　話　番　号

伊万里
伊万里小学校グラウンド
啓成中学校グラウンド
市民センターお祭り広場

伊万里小学校体育館 ☎㉓４１２８
啓成中学校体育館 ☎㉒３６００
伊万里公民館 ☎㉓９９８８
生涯学習センター ☎㉒１２６２
老人福祉センター ☎㉒７１０８

牧　島 牧島小学校グラウンド
牧島小学校体育館 ☎㉓３３５０
牧島公民館 ☎㉒５７８３

大　坪
大坪小学校グラウンド
伊万里中学校グラウンド
国見台公園

大坪小学校体育館 ☎㉓６１４８
伊万里中学校体育館 ☎㉓４１５８
大坪公民館 ☎㉓９８９８

立　花
立花小学校グラウンド
国見台公園

立花小学校体育館 ☎㉓２１００
同和教育集会所 ☎㉒７４６２
立花公民館 ☎⑳４５６７

大川内 大川内小学校グラウンド
大川内小学校体育館 ☎㉓２５４２
大川内公民館 ☎㉓２７７４

黒　川
黒川小学校グラウンド
青嶺中学校グラウンド

黒川小学校体育館 ☎㉗００１０
青嶺中学校体育館 ☎㉗００５３
黒川公民館 ☎㉗０００１
林業研修センター ☎㉗１１６９

波多津

波多津小学校グラウンド
波多津東小学校グラウンド
青嶺中学校グラウンド
波多津運動広場

波多津小学校体育館 ☎㉕０００４
波多津東小学校体育館 ☎㉕００６４
青嶺中学校体育館 ☎㉗００５３
波多津老人憩の家 ☎㉕０８９０
波多津体育館 　     -
波多津公民館 ☎㉕０００１

南波多
南波多小学校グラウンド
南波多中学校グラウンド

南波多小学校体育館 ☎㉔２００７
南波多中学校体育館 ☎㉔２００８
南波多ミニスポーツ会館 　     -
南波多公民館 ☎㉔２００１

大　川
大川小学校グラウンド
東陵中学校グラウンド
大川運動広場

大川小学校体育館 ☎㉙２００５
東陵中学校体育館 ☎㉖２０１２
隣保館 ☎㉙２０８８
大川老人憩の家 ☎㉙２０５１
大川体育館 　     -
大川公民館 ☎㉙２００１

松　浦
松浦小学校グラウンド
東陵中学校グラウンド
松浦運動広場

松浦小学校体育館 ☎㉖２０５０
東陵中学校体育館 ☎㉖２０１２
松浦公民館 ☎㉖２００１

二　里
二里小学校グラウンド
国見中学校グラウンド
国見台公園

二里小学校体育館 ☎㉓３４６３
国見中学校体育館 ☎㉓５１９５
二里公民館 ☎㉓３０２４

東山代

東山代小学校グラウンド
国見中学校グラウンド
滝野小中学校グラウンド
東山代運動広場

東山代小学校体育館 ☎㉘００２４
国見中学校体育館 ☎㉓５１９５
滝野小中学校体育館 ☎㉘００２３
東山代公民館 ☎㉘０００１
夢耕房たきの ☎㉘２１６１

山　代

山代東小学校グラウンド
山代西小学校グラウンド
山代中学校グラウンド
浦ノ崎運動広場

山代東小学校体育館 ☎㉘２００９
山代西小学校体育館 ☎㉘３０１５
山代中学校体育館 ☎㉘２０２６
山代老人憩の家 ☎㉘４１５２
山代公民館 ☎㉘２００１

いざという時の主な　避難場所一覧　■ 問合先　総務課行政係（ 　☎㉓２１２３）

防 災 特 集
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知
っ
て
お
き
た
い
市
税
の
基
礎
知
識

あなたの納めた市税は毎日の生活を支え、
住みよいまちづくりに役立っています。

Ａ
Ｑ
＆

●

問
合
先　

税
務
課
収
納
対
策
室
（　

☎
㉓
２
１
５
２
）

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

国
民
健
康
保
険
税
の
３
つ

の
税
を
合
わ
せ
て
徴
収
す
る
納
税

制
度
を
『
集
合
徴
収
』
と
呼
び
、

毎
年
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の

８
期（
回
）に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

　

市
県
民
税
は
昨
年
の
個
人
の
所

得
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
固
定
資

産
税
は
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
は
国
民
健

康
保
険
に
加
入
者
が
い
る
世
帯
の

世
帯
主
に
対
し
て
、
加
入
し
て
い

る
人
数
や
昨
年
中
の
所
得
な
ど
を

基
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
７
月
中
旬
に

送
付
す
る
課
税
通
知
や
課
税
説
明

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

集
合
徴
収
に
よ
る
税
は
、

銀
行
や
郵
便
局
の
ほ
か
コ

　

７
月
か
ら
、
平
成
21
年
度
の
集
合
徴
収
に
よ
る
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
付

が
始
ま
り
ま
す
。
市
税
は
、
ま
ち
の
産
業
振
興
や
生
活
環
境
の
整
備
、
福
祉
、
教
育
の
充
実
な
ど
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
と
市
民
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
市
税
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ

皆
さ
ん
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

集
合
徴
収
に
よ
る
税
っ
て

ン
ビ
ニ
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
取
り

扱
い
が
で
き
ま
す
の
で
、
土
日
を

含
め
24
時
間
、
い
つ
で
も
納
付
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
す
る

と
納
付
の
手
間
が
省
け
便
利
で

す
。
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

銀
行
や
市
役
所
税
務
課
に
備
え
て

あ
る
『
口
座
振
替
依
頼
書
』
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

年
税
額
を
一
括
で
納
め
る

場
合
は
、
納
付
額
が
少
な

く
て
済
む
全
期
前
納
報
奨
金
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
31
日
（
第
１
期
の
納
期
限
）

ま
で
に
集
合
徴
収
に
よ
る
税
の
年

税
額
を
一
括
で
納
め
る
と
、
市
県

民
税
と
固
定
資
産
税
の
第
２
期
の

納
付
額
の
14
％
の
額（
５
万
円
を
上

限
）
だ
け
少
な
い
額
で
済
み
ま
す
。

督
促
状
の
発
送
後
10
日
を

経
過
し
て
も
市
税
を
完
納

し
な
い
場
合
は
、
財
産
（
給
料
、

預
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
、
自

動
車
、
動
産
な
ど
）
を
差
し
押
さ

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法

律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
前

に
、
ま
ず
は
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
の
日
時
を
担
当
者
と
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
に
佐
賀
県
と

県
内
17
の
市
町
が
共
同
し
て
市
税

の
滞
納
整
理
に
取
り
組
む
『
佐
賀

県
滞
納
整
理
機
構
』
を
設
立
し
ま

し
た
。
納
付
の
意
思
が
み
ら
れ
な

い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
機
構

に
移
管
し
て
財
産
の
差
し
押
さ
え
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

失
業
や
長
期
入
院
な
ど
で

納
付
が
困
難
な
人
に
つ
い

て
は
、
減
免
や
分
納
に
よ
る
徴
収

猶
予
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
滞
納
額
が
増
え
る
前
に
早
期

に
納
税
相
談
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
ま
た
、
税
務
課
で
は
多
く

の
ロ
ー
ン
を
抱
え
悩
ん
で
い
る
人

を
対
象
に
、
納
税
相
談
や
専
門
機

関
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

？

Ａ土
日
に
は
納
付
で
き
な
い
の

Ａ

一
括
で
納
め
る
と
得
す
る
の

？

？

Ａ

滞
納
し
た
ら
ど
う
な
る
の

？

Ａ

失
業
し
て
納
税
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
き
は

？

Ａ

お気軽にご相談ください
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■改定のポイント
　①本人および世帯員の前年の収入金額の合計額を 80 万円以下から 100 万円以下へ引き上げ、

　　減免対象範囲を広くしました

　②預貯金および有価証券の合計額を 120 万円以下から 150 万円以下へ引き上げ、減免対象範囲を広くしました

　※保険料の減免については、申請が必要になります。７月末までに申請してください

　※減免申請に来庁するときは、印鑑や医療保険証、年金などの収入を証する書類などが必要です

保険料
段　階

課税状況
対　象　者 保険料／年額

本人 世帯

第１段階

非課税

全　員
非課税

・生活保護の受給者
29,100 円

・世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金の受給者

第２段階 本人および世帯全
員が市民税非課税

本人の合計所得金額＋課税年金収入額が
80 万円以下の人 29,100 円

第３段階 第２段階で上記に該当しない人 43,650 円

第４段階 課税者
あ　り

本人が市民税非課税（世帯内に市民税課税者がいる場合） 58,200 円

※準第４段階
　第４段階で本人の合計所得金額＋課税
　年金収入額が 80 万円以下の人

52,962 円

第５段階

課　税

本人が市民税課税者で、合計所得額が 125 万円未満の人 67,512 円

第６段階 本人が市民税課税者で、合計所得額が 200 万円未満の人 72,750 円

第７段階 本人が市民税課税者で、合計所得額が 200 万円以上の人 87,300 円

　平成 21 年度 から

　　　 介護保険料の減免制度を拡充します

　伊万里市では、65 歳以上の人で介護保険料の納付が困難な人について保険料の減免（軽減）を行っています。平成 21 年

度より、生活困窮者の減免の対象を広くするなど減免制度を拡充します。主な内容については次のとおりです。

■問合先　長寿社会課介護給付係（ 　☎㉓２１５４）

��歳以上の
介護保険料

　仮徴収額（注１）と本徴収額（注２）に大きな差が生じる場合、その差額をできるだけ解消するため、８月の納付額を

増減して調整することで特別徴収額の平準化を行います。これにより、６回に分けて特別徴収される額が各回でほぼ均一

になります。

　※前年度と異なる所得段階になる人は、均一になりません

　（注１）仮徴収額・・今年度の年間保険料が決定する前に特別徴収（年金天引き）する金額で、４・６・８月は前年度の

　　　　　　　　　　 ２月と同額になっています

　（注２）本徴収額・・今年度の年間保険料が決定した後に特別徴収（年金天引き）する金額で、10・12・２月は年間保

　　　　　　　　　　 険料から仮徴収額を差し引いた残額を振り分けた金額です

　保険料段階が第３段階で、次の要件をすべて満たしていると認められる人については、保険料が第２段階の額に減免さ

れます。（年額 43,650 円が 29,100 円に減額）

　◆本人および世帯員の前年の収入金額の合計額が 100 万円（世帯員１人につき 40 万円を加算する）以下の人

　◆預貯金および有価証券の合計額が 150 万円以下の人

　◆市民税が課税されている人と同一生計でなく、扶養されていない人

　◆不動産などの資産を活用してなお生活が困窮している人

　　保険料徴収額の『平準化』を行います

　　保険料の減免制度



● 

申
込
・
問
合
先　

企
画
政
策
課
（　

☎
㉓
２
１
２
４
）

9 �009.7 8�009.7

● 

奨
励
金
の
交
付
対
象
者

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
本
市
に
土
地
と
家
屋

を
取
得
し
、
そ
の
家
屋
に
転
入
し
た
人
で

以
下
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

①
転
入
前
に
３
年
以
上
本
市
を
離
れ
て
い
た
人

②
転
入
の
日
か
ら
５
年
以
上
継
続
し
て
本
市

に
居
住
す
る
意
志
が
あ
る
人

③
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
取
得
し
た
土
地
や
家
屋
に
新
た
に
固
定
資

産
が
賦
課
さ
れ
た
年
の
４
月
１
日
現
在
の

年
齢
が
65
歳
未
満
の
人

● 

奨
励
金
の
対
象
と
な
る
土
地
と
家
屋

　

本
市
内
で
居
住
の
た
め
に
使
用
す
る
土
地

と
家
屋
ま
た
は
マ
ン
シ
ョ
ン

※
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居
住
の
た
め
に

使
用
す
る
部
分
に
限
り
ま
す

● 

奨
励
金
の
額

①
固
定
資
産
税
課
税
額
の
３
年
分
（
固
定
資

産
税
が
減
額
さ
れ
る
場
合
は
減
額
後
の
額
）

②
未
就
学
児
（
小
学
校
就
学
前
の
乳
児
ま
た

は
幼
児
）　

１
人
に
つ
き
10
万
円

③
義
務
教
育
就
学
者
（
小
学
校
児
童
ま
た
は

中
学
校
生
徒
）　

１
人
に
つ
き
５
万
円

④
陶
芸
窯
設
置
者　

陶
芸
窯
購
入
費
用
の
２

分
の
１
の
額
（
た
だ
し
10
万
円
を
限
度
）

　

右
記
①
～
④
の
合
計
額
を
一
括
し
て
奨
励

金
と
し
て
交
付
し
ま
す

　
　

た
だ
し
、
奨
励
金
の
交
付
金
額
は
１
世

帯
に
つ
き
、
50
万
円
を
限
度
と
し
、
１
回

限
り
交
付
し
ま
す

※
②
③
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
申
請
す
べ
き

年
の
４
月
１
日
現
在
を
基
準
日
と
し
ま
す

● 

奨
励
金
の
申
請
時
期

　

７
月
１
日
～
10
月
30
日

● 

奨
励
金
の
申
請
書
類

　
『
伊
万
里
市
マ
イ
タ
ウ
ン
定
住
奨
励
金
交

付
申
請
書
』
の
ほ
か
、
前
住
所
地
に
お
け

る
税
の
証
明
な
ど
条
例
・
規
則
で
定
め
る

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
の
際
は

問
合
先
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

マ
イ
タ
ウ
ン
定
住
奨
励
金

　
『
伊
万
里
市
マ
イ
タ
ウ
ン
定
住
促
進
条
例
』
に
基
づ
く
定
住
奨
励

金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
住
奨
励
金
の
交
付
対
象
に
該
当

す
る
人
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
付
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

● 

市
民
活
動
と
は
？

　

営
利
を
目
的
と
し
な
い
、
市
民
の
自
主
性
・

自
発
性
に
基
づ
く
活
動
で
、
不
特
定
か
つ
多

数
の
人
の
利
益
増
進
の
た
め
の
活
動
を
い
い

ま
す
。
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
開

か
れ
、
宗
教
や
政
治
を
目
的
と
し
な
い
活
動

を
い
い
ま
す
。

● 

Ｐ
Ｒ
で
き
る
団
体
は
？

　

市
内
に
お
い
て
、
３
人
以
上
で
市
民
活
動

を
行
う
団
体
で
す
。
た
だ
し
、
宗
教
団
体
、

政
治
団
体
お
よ
び
企
業
団
体
は
除
き
ま
す
。

● 

Ｐ
Ｒ
方
法
は
？

①
市
民
活
動
団
体
の
情
報
を
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す

②
掲
載
さ
れ
た
団
体
の
情
報
を
取
り
ま
と
め

た
冊
子
を
作
成
し
、
掲
載
さ
れ
た
各
団
体
、

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
、
市
民
図
書
館
、
各
町

公
民
館
な
ど
に
配
付
し
ま
す

● 

申
込
方
法
は
？

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
会

則
な
ど
を
添
付
し
、
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く

り
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
審
査

後
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

　

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

自
分
た
ち
の
市
民
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

● 

問
合
先　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課
（　

☎
㉓
２
１
１
５
）

　

市
で
は
、
市
民
と
活
動
団
体
お
よ
び
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
団
体
間
の
連
携
・
交
流
を
図
る
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』
の
自
主
的
な
活
動
の
支
援
に
加
え
、
市
内
で
さ

ま
ざ
ま
な
公
益
的
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
団
体
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
活
動
団
体
を
応
援
し
ま
す

『 CSO活動拠点サポーター 』の紹介

　ＮＰＯ法人さが市民活動セ
ンターから伊万里市民活動支
援センター（市民交流プラザ）
へ配属されました。情報の収
集・提供やプラザの利用促進、
自主事業の企画、活動資金の
調達方法の助言など、皆さん
の活動支援を行い、一緒に伊万里市の市民活動
の活性化のために頑張りますので、よろしくお
願いします。

西田奈々さん

＊ 用語解説

＊

ＣＳＯとは『Ｃivil Society Organizations（市民社会組織）』の略で、テーマ型組織であ
るＮＰＯ法人、市民活動・ボランティア団体に限らず、エリア型組織である自治会・町
内会、婦人会、老人会、ＰＴＡといった組織・団体も含めて『ＣＳＯ』と呼んでいます
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先
日
、
元
タ
レ
ン
ト
の
女
性
が

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
背
景

に
は
認
知
症
の
母
親
の
『
介
護
疲

れ
』
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
の
介
護
は
、
実
際

に
そ
の
身
に
な
ら
な
い
と
理
解
で

き
な
い
大
変
な
精
神
的
・
肉
体
的

な
苦
労
が
あ
り
ま
す
。
ご
近
所
や

周
囲
の
人
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
た

く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
介
護

を
一
人
で
抱
え
込
み
、
最
後
は
介

護
し
て
い
る
人
が
力
尽
き
て
、
悲

劇
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
『
ひ
ま
わ
り
会
』
は
、

そ
の
よ
う
な
認
知
症
介
護
の
苦
労

を
少
し
で
も
和
ら
げ
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
認
知
症

の
人
が
で
き
る
だ
け
外
に
出
て
、

多
く
の
人
と
交
流
で
き
て
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
な
環
境
が
大
切
で
す
。

　

い
ま
伊
万
里
市
で
は
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力

で
、
各
地
で
『
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
』
が
活
発
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
21
日
に
、
大
川
内
町
の
岩

谷
地
区
で
開
催
さ
れ
た
、こ
の
『
ふ

れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
せ
せ

ら
ぎ
の
会
』
に
、
私
た
ち
の
会
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
せ
せ
ら
ぎ
の
会
』
は
毎
月
１
回
、

地
域
の
お
年
寄
り
が
集
ま
り
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
や

体
操
を
し
た
り
、
料
理
を
作
っ
た

り
食
べ
た
り
し
て
、
楽
し
く
そ
の

日
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
『
せ
せ
ら
ぎ
の
会
』
の

皆
さ
ん
25
人
、『
ひ
ま
わ
り
会
』
か

ら
９
人
が
参
加
し
、
認
知
症
に
対

す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
、
地
域

で
認
知
症
の
人
や
家
族
を
ど
の
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
、
認

知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
な
ど
に

つ
い
て
勉
強
し
、
ま
た
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
勉
強
会
の
合
間
に
、

寸
劇
や
踊
り
な
ど
も
行
い
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

● 

問
合
先　

　

ひ
ま
わ
り
会
事
務
局
・
黒
川

（
☎
０
９
０ 

２
２
２
５ 

５
５
５
６
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
活

動
団
体
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い

ま
り
』
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
目
を

通
し
た
、
身
近
な
気
に
な
る
ニ
ュ
ー

ス
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。ひまわり会事務局

黒川 憲一 さん

介
護
の
難
し
さ

↑勉強会に合間にちょっとした
運動を楽しむ『せせらぎの会』
の皆さん

各
地
域
で
広
が
る
サ
ロ
ン

　　

今
回
の
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
は
、

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支
え

る
『
ひ
ま
わ
り
会
』
で
す
。

リ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

 

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

 
キ
ャ
ッ
チ・ザ・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｎ

●
問
合
先

　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　

伊
万
里
湾
の
夏
の
風
物
詩
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
し
た
。
伊
万
里
湾
は
『
生
き
て
い
る
化
石
』
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
日

本
最
大
の
生
息
繁
殖
地
で
す
。

　

こ
の
貴
重
な
生
物
の
産
卵
の
観
察
会
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
伊

万
里
高
校
生
物
部
に
よ
る
分
か
り
や
す
い
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
生
態
解
説

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
午
後
３
時
か
ら
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
幼
生

の
放
流
会
、
夜
に
は
『
竹
灯
籠
ま
つ
り
』
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
夏
休

み
の
一
日
を
多
々
良
海
岸
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

日　

時　

７
月
25
日
（
土
）

　

午
前
11
時
〜

● 

場　

所　

木
須
町
多
々
良
海
岸

● 
駐
車
場　

牧
島
公
民
館

 

『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
を
観
る
会
』と『
竹
灯と

う

籠ろ
う

ま
つ
り
』

● 

問
合
先　

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
（　

☎
㉓
３
１
８
６
）

今
年
も
開
催
し
ま
す

　

牧
島
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
ホ
タ
ル
を
育
て
る
会
が
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の

生
態
を
目
の
前
で
観
察
で
き
る
展
示
館
を
建
設
し
ま
す
。
こ
こ
に
来

れ
ば
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
す
べ
て
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
か
わ
い
い

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
幼
生
の
展
示
も
あ
り
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
最
適

で
す
。
ご
家
族
み
ん
な
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

● 

開
館
式
典　

７
月
25
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜

● 

場　

所　

木
須
町
多
々
良
海
岸

● 

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
展
示
館

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
夏
休
み
期
間
中
は
、
休
館
な
し

▽
入
館
料　

無
料

 

『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
展
示
館
』
が
オ
ー
プ
ン

● 

問
合
先　

牧
島
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
ホ
タ
ル
を
育
て
る
会

（
事
務
局
・
牧
島
公
民
館 　

☎
㉒
５
７
８
３
）

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
す
べ
て
が
分
か
る
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　高齢者の増加と若者の減少などにより、これまでの老人保健制度では増え
続ける医療費を支えられなくなってきました。そこで高齢者を支え、医療制
度を維持していくために新たな長寿医療制度（後期高齢者医療制度）が昨年
の４月から始まっています。この制度については、まだまだよく分かりにく
いという声が聞かれます。基本的なチェックポイントや平成 21 年度の保険
料軽減措置などをＱ＆Ａ方式でお知らせします。

対象となる人は？

　75 歳以上の人と一定の障害がある 65 歳以上 75 歳未満の人（広域連合の

認定を受けた人）です。対象者は、それまで医療を受けていた国民健康保険、

健康保険協会、共済組合などから、長寿医療制度に移ることになります。

保険料はどうやって決まるのですか？

　保険料は、被保険者１人あたりいくらと決められる『均等割額』と被保険

者の所得に応じて決められる『所得割額』を合算して個人単位で計算されます。

（図１を参照してください）

職場の健康保険などの被扶養者だったのですが・・・？

　長寿医療制度の加入日前日まで、健康保険協会、船員保険、共済保険など

の被扶養者だった人については、被保険者の資格を得た日の属する月から２

年間、保険料の均等割額のみ賦課され、これが５割軽減されます。

※平成 21 年度は本来負担すべき保険料（均等割額）が９割軽減されます

■ 問合先　長寿社会課医療保険係（☎㉓２１５３）

Ｑ Ａ＆
長寿医療制度のポイント

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

（図１）

（後期高齢者医療制度）

所得割額均等割額 ※世帯主と被保険者の
所得によって、均等
割額の軽減が受けら
れる場合があります

＝ ＋
保険料
（年額） 〔前年中の総所得金額−基礎控除額（33万円）〕

×所得割率（8.8％）
一人当たり
47,400円
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◎均等割額【47,400 円】の軽減措置

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額など 軽減後の均等割額

９割軽減
『基礎控除額（33 万円）』を超えず、被保険者の一人ひとりの年金
収入が 80 万円以下（その他各種所得がない）の世帯

4,700 円

７割軽減
↓

8.5 割軽減

『基礎控除額（33 万円）』を超えない世帯
※上段９割軽減に該当する場合を除きます

7,100 円

５割軽減
『基礎控除額（33 万円）＋ 24.5 万円×世帯主を除く被保険者数』
を超えない世帯

23,700 円

２割軽減 『基礎控除額（33 万円）＋ 35 万円×被保険者』を超えない世帯 37,900 円

◎所得割額【所得割率 8.8％】の軽減措置

軽減割合 賦課のもととなる金額（所得から基礎控除額33万円を引いた金額）

５割軽減 被保険者の所得が 58 万円以下

後期高齢者医療被保険者証　更新のおしらせ

　このような被保険者証が届きますので、住所・氏名・
性別・生年月日を確認してください。もし、記載に誤り
がある場合は長寿社会課にご連絡ください。

保険料が軽減される場合を教えてください。Ｑ

　保険料は、所得などに応じて軽減措置が設けられています。平成 21 年度

に新たに軽減が拡大したポイントも含め、説明します。所得の低い人は、保

険料の『均等割額』が世帯の所得水準にあわせて、下記のとおり軽減されます。

なお、軽減については、改めて手続きをする必要はありません。

Ａ

　現在、お持ちの被保険者証（ピンク色）は平成 21 年７

月 31 日までの有効期限となっています。新しい被保険者

証（草色）は７月下旬に郵送しますので、８月以降に使

用してください。

　なお、現在お持ちの被保険者証（ピンク色）は、７月

31 日まで使用することができます。その後は、裁断など

をして破棄するか、長寿社会課に返還してください。

　後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証の有効期限は平成 21 年７

月 31 日までとなっています。新しい認定証は７月中に郵送します。なお、認定

証の更新手続きは必要ありません。

《認定証更新のおしらせ》
後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証をお持ちの皆さんへ

※国民健康保険被保険者証の更新については、市役所だより（７月 15 日号）を

　ご覧ください

平成�1年度のみの
軽減拡大ポイント

※基礎控除額などは税制改正などで今後変わることがあります
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　視覚障害者が歩きやすいまちづくりめざし、視覚障害者

の会が毎年開催する『第15回白い杖で歩こう会』が伊万

里自動車学校でありました。この日は約80人が参加。今

回初めてハイブリッド車の走行音を聞き取る体験会があり、

体験者からは「走行音が静かすぎて、接近が気づきにくい」

「運転者はこれまで以上に慎重に」という声も出ていました。

↑接近するハイブリッド車の走行に気づいて手を挙げる参加者たち

　　　第15回白い杖で歩こう会地球にも障害者にもやさしい運転を

　東山代町川内野地区で『黒米』をテーマに、今年度第１

回目の『畑の中のレストラン』が開かれました。市内外か

ら参加した21人は、黒米の田植えや豆腐づくりに挑戦し

ました。お昼は、夢耕房たきので黒米巻きずしや黒米いな

りなど地元食材による手料理を堪能。川内野にちなんだク

イズ大会も行われ、農村理解が深まる１日となりました。

↓色鮮やかな『黒米』を使ったおいなりさん作りに挑戦する参加者

　　　平成21年度第１回畑の中のレストラン in川内野古代米の『黒米』づくしを体験

まちの話題

みんなの広場

6.13

6.7

↓特産品を生かした『伊万里牛オヤジ御膳』（写真円内）を味わう福岡県から来た家族

多くの来場者でにぎわう会場 抽選で風鈴をゲット！

6.20-21

　黒澤明記念サテライトスタジオで『いきい

き健康サラダプロジェクト』主催の『伊万里

牛＆伊万里サラダ＆伊万里風鈴祭り』が開催

されました。伊万里の特産品に触れながら、

その良さを知ってもらおうという催しで、長

崎市など市内外から２日間で100人が参加。

伊万里牛や地元野菜を使った新登場の『伊万

里牛オヤジ御膳』の販売や鍋島焼の風鈴が当

たる抽選会が行われ、来場者は舌と耳で伊万

里を満喫し、特別な『父の日』を過ごしました。

　　　『伊万里牛オヤジ御膳』が初登場！父の日をオヤジ御膳で祝う

厨房は大忙しでした



↓贈られたガザニアの花苗を植える伊万里小学校の児童たち

　　　平成 �1 年度『人権の花』贈呈式心 に咲かせよう 思いやりの『花』

1� �009.7

↑グランプリを受賞し、喜びの表情の力武杏奈さん（前列中央）

　民謡界で最も権威があるといわれる『日本民謡フェス

ティバル 2009』が５月 24 日に東京・NHK ホールで開催。

『佐賀タンス長持唄』を熱唱した高校２年生の力武杏
あん

奈
な

さ

ん（脇田町）が最高賞のグランプリに輝きました。この日、

塚部市長に受賞の報告に訪れた力武さんは「今後も練習

を重ね、プロの民謡歌手になりたい」と抱負を語りました。

　　　『日本民謡フェスティバル』でグランプリ受賞大会史上、最年少で栄冠に輝く！

　伊万里市消防団の入団式が、伊万里公民館で行われまし

た。市民の生命、身体、財産を守る消防団の今年の新入団

員は 87 人。代表して、牧島分団の副島優さんが「消防の目

的と任務を深く自覚し、誠実公正に職務を遂行します」と

力強く宣誓しました。また、この日は退職消防団員へ市長

からの感謝状贈呈や消防関係功労者表彰も行われました。

↑新入団宣誓を行う牧島分団の副島優さん（左から２人目）

　　　平成 �1 年度 伊万里市消防団入団式地域防災への貢献を誓う新消防団員

　黒川町のイマリンビーチで、たんぽぽ保育園の園児 24

人がヒラメの稚魚約 1,000 匹を放流しました。これは、

水産資源保護を目的に県玄海栽培漁業協会が毎年行う放

流事業の一環で、玄海地区内 13 か所でヒラメの稚魚、約

11 万匹を放流。この日、園児たちは約７㌢の稚魚たちに、

元気に育ってと願いを込めて、そっと海に放ちました。

↓ヒラメの稚魚を放流するたんぽぽ保育園の園児たち

　　　( 社 ) 佐賀県玄海栽培漁業協会　稚魚放流事業赤ちゃんヒラメ。大きくなぁ〜れ！

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場 このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事

や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

5.275.25

5.29

5.26

　花の世話を通じて豊かな情操を育む『人権の花』贈呈式

が伊万里小学校でありました。これは唐津・伊万里人権啓

発活動地域ネットワーク協議会が、伊万里市などの小学校

を対象に行っており、今年で 24 回目。同会の加藤会長か

ら「どんな花もきれいです。自分と違う人も認め合いまし

ょう」と贈られた花苗を、児童たちは丁寧に植えていました。
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子
供
等
の
影
踏
み
ご
っ
こ
梅
雨
晴
間

胸
裡
の
う
れ
い
や
さ
し
く
解
き
く
る
る

　

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
白
の
清
し
き

松
島
町

前
田　

和
茂

吉
田　

美
智
子

山
代
町
西
分

　

一
輪
車
の
運
動
会
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
る
『
一
輪
ピ
ッ
ク
』

が
、
５
月
24
日
に
波
多
津
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
23
回
目
を

迎
え
る
今
回
は
、
同
校
児
童
73
人

の
ほ
か
、
市
内
の
小
学
校
や
鳥
栖

市
、
福
岡
県
春
日
市
な
ど
か
ら
小

第
９
回 

ほ
ほ
え
み
広
げ
て
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

　
『
ほ
ほ
え
み
広
げ
て
ふ
れ
あ
い

ス
テ
ー
ジ
』
が
６
月
13
日
に
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
歌
や
踊
り
の
発
表
、
書
道

や
絵
の
出
展
な
ど
を
通
し
て
、
市

内
の
福
祉
施
設
利
用
者
へ
の
生
き

が
い
発
見
の
場
を
提
供
し
よ
う

と
、
伊
万
里
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
な
ど
が
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

第
９
回
と
な
っ
た
今
回
は
『
は

な
い
ろ
い
っ
ぱ
い 

し
あ
わ
せ
い
っ

ぱ
い
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
、

特
別
養
護
老
人
施
設
や
介
護
支
援

施
設
な
ど
が
参
加
。
市
内
の
高
校

生
や
伊
万
里
看
護
学
校
生
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運

営
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
で
は
、
10
団
体
の
参
加

者
が
お
そ
ろ
い
の
手
作
り
衣
装
を

学
生
82
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
11
種
目
が
行
わ
れ
、
各

学
年
ご
と
の
『
一
輪
車
走
』
で
は
、

ま
だ
慣
れ
な
い
一
年
生
も
倒
れ
な

い
よ
う
真
剣
に
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で

前
へ
進
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

バ
ッ
ク
走
行
や
タ
イ
ヤ
乗
り
な
ど

技
術
を
競
う
『
技
能
乗
り
』
で
は

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
、
保
護
者
や
観
客
の
皆
さ
ん
か

ら
盛
大
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　

他
の
学
校
や
違
う
学
年
の
子
と

４
人
ず
つ
チ
ー
ム
を
組
ん
で
一
本

の
竹
棒
を
リ
レ
ー
す
る
『
棒
リ
レ

ー
』
で
は
、
転
倒
し
た
メ
ン
バ
ー

を
か
ば
い
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
開
会
式
で
、
緒
方
克

成
校
長
の
「
１
人
で
も
い
い
か
ら
、

一
輪
車
で
広
が
る
友
情
の
輪

他
の
学
校
の
人
と
友
だ
ち
に
な
り

ま
し
ょ
う
」
の
言
葉
ど
お
り
、
子

ど
も
た
ち
は
『
一
輪
ピ
ッ
ク
』
を

通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
友
情
の
輪

を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

身
に
つ
け
、

こ
の
日
の
た

め
に
練
習
を

重
ね
て
き
た

踊
り
や
歌
を

楽
し
く
披
露

す
る
な
ど
、

ス
テ
ー
ジ
を

華
や
か
に
彩

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は

手
芸
や
陶
芸
、
書
道
な
ど
13
団
体

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
つ
め
か
け

た
来
場
者
は
足
を
止
め
、
作
品
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
手
話

を
使
っ
て
『
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
』

を
合
唱
し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

感
動
の
舞
台
で
幸
せ
を
実
感

↑歌や踊りなど、練習の成果を精
一杯に披露する出場者の皆さん

↑
４
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
ゴ
ー
ル

を
め
ざ
す
『
棒
リ
レ
ー
』

第
23
回 

波
多
津
小
学
校
一
輪
ピ
ッ
ク
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小
こ

松
まつ

 美
み

穂
ほ

さん

★
お
仕
事
は

　

小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た

看
護
師
と
し
て
、
西
田
病
院
に

勤
務
し
て
５
年
目
に
な
り
ま
す

★
笑
顔
を
大
切
に
、
明
る
く
、

や
さ
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
患
者

さ
ん
と
接
し
て
い
ま
す

(^^)

★
趣
味
は　

絵
を
描
く
こ
と
、
特
に

デ
ザ
イ
ン
画
が
好
き
で
す
ね
★

★
好
き
な
食
べ
物
は

　

な
ん
と
言
っ
て
も
伊
万
里
産
の

白
い
ご
は
ん
が
一
番
で
す
ね
♬

伊
万
里
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

と
実
感
す
る
毎
日
で
す
♬

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

笑
い
の
ツ
ボ
が
一
緒
の
人
で
す

ね
♥
瑛
太
似
の
ス
テ
キ
な
彼
氏

が
で
き
る
と
い
い
な
ぁ
♥

★脇田町弁天

★おとめ座・Ｂ型
　

ぼ
く
は
、
シ
ン
ケ
ン
ジ
ャ
ー
み

た
い
に
強
い
ん
だ
♪
い
つ
も
大
好

物
の
バ
ナ
ナ
を
た
く
さ
ん
食
べ
て

い
る
か
ら
だ
よ
♬
工
事
現
場
で
働

く
車
が
、
か
っ
こ
い
い
か
ら
好
き

な
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
一
番
好

き
な
の
は
、
優
し
い
お
母
さ
ん
♥

松
まつなが

永 一
い ち き

希さん

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
や
ん
ち
ゃ

な
一
希
く
ん
♥
２
人
の
お
姉
ち
ゃ

ん
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
た
く
ま

し
い
男
の
子
に
な
っ
て
ね
♪

★勝
かつ

則
のり

・妙
たえ

さんの長男

★大坪町つつじヶ丘

(　  )２歳

1�

(�� 歳)

   

誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
つ
い
て

　

    

伊
万
里
市
立
市
民
病
院  

内
科　

大
井
英
生

　　

日
本
人
の
死
因
順
で
、
悪
性
新

生
物
（
ガ
ン
）、
心
疾
患
（
心
筋
梗こ

う
そ
く塞

な
ど
）、
脳
血
管
疾

患
（
脳
出
血
・
脳
梗

塞
な
ど
）
に
次
い
で

多
い
の
が
肺
炎
で
す
。
特
に
90
歳

以
上
の
死
因
で
は
２
番
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
で
問
題
と
な
る
の
が

『
誤ご

え
ん嚥

性
肺
炎
』
で
す
。『
誤
嚥
』

と
は
食
べ
物
・
だ
液
な
ど
が
気
管

に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　

胃
に
つ
な
が
る
食
道
の
入
口
と

肺
に
つ
な
が
る
気
管
の
入
口
は
隣

接
し
て
い
ま
す
が
、
喉こ

う
と
う
が
い

頭
蓋
と
い

う
ふ
た
に
よ
っ
て
気
管
内
に
食
べ

物
な
ど
が
入
ら
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
仮
に
入
っ
た
場
合
に

は
、
咳せ

き

な
ど
で
排
出
し
よ
う
と
し

ま
す
。
高
齢
者
は
、
こ
れ
ら
の
機

能
や
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
誤
嚥
を
起
こ
し
や
す
く
、

侵
入
し
た
細
菌
の
影
響
で
肺
炎
に

な
り
や
す
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

特
に
脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
の
あ

る
人
や
寝
た
き
り
の
人
が
、
発
症

す
る
危
険
性
が
高
い
よ
う
で
す
。

●

正
し
い
食
事
の
方
法

　

き
ち
ん
と
座
っ
て
食
べ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
寝
た
き
り
の
場
合

で
も
な
る
べ
く
体
を
起
こ
し
て
食

べ
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者
は
、

食
べ
た
も
の
が
逆
流
し
や
す
い
の

で
食
後
２
時
間
程
度
は
横
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
口
分
を
少
な
く
し
て
、

急
が
ず
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●

安
全
な
食
べ
物
な
ど

　

豆
腐
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
、
ま

と
ま
っ
て
飲
み
込
み
や
す
く
、
固

す
ぎ
な
い
も
の
が
よ
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
他
の
食
べ
物
に
つ
い
て

も
、
軟
ら
か
く
煮
込
む
、
ミ
キ
サ
ー

で
砕
い
て
ゼ
ラ
チ
ン
で
固
め
る
、

と
ろ
み
を
付
け
る
な
ど
の
方
法
が

有
効
で
す
。

　

逆
に
、
窒
息
の
原
因
と
な
り
や

す
い
食
べ
物
は
、
ぱ
さ
つ
い
た
も

の
、
液
状
の
も
の
、
粘
着
性
の
高

い
も
の
、
固
い
も
の
な
ど
で
す
。

●

口
の
中
を
清
潔
に

　

口
の
中
の
雑
菌
が
多
い
場
合
、

誤
嚥
時
の
感
染
の

危
険
が
高
く
な
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
歯
周
病
を
治
療
す

る
こ
と
や
自
分
に
合
っ
た
義
歯
を

入
れ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●

嚥え
ん
げ下
訓
練
（
飲
み
込
む
訓
練
）

　

家
庭
で
で
き
る
嚥
下
体
操
な
ど

の
基
本
的
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
専
門
の
理
学
療
法
士
に
よ
り

嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
ら
れ
る
病
院
も
あ
り
ま
す
し
、

耳
鼻
咽い

ん
こ
う喉

科
で
は
嚥
下
機
能
の
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
専
門
医
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
に
多
い
誤
嚥
性
肺
炎日

ご
ろ
の
食
事
方
法
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

 

ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

家
庭
で
で
き
る
予
防
法

●
問
合
先　

市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

　

食
べ
物
な
ど
を
誤
っ
て
気
管
に
入
れ
て
し
ま
う
『
誤
嚥
』
が
、
高

齢
者
の
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
法
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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● 団体の部

７月の市民スポーツ

７月の町民スポーツ

５日（日）
●大坪地区子ども会球技大会
　午前８時開会　大坪小学校
●東山代町子ども会連合会スポーツ
　大会
　午前８時 30 分開会　東山代小学校
1� 日（日）
●立花地区子ども会球技大会
　午前８時開会　立花小学校
●山代町民ミニバレーボール大会
　午前８時 30 分開会　山代東小学校
19 日（日）
●伊万里町子ども会連合会球技大会
　午前８時 30 分開会　伊万里小学校
●大川内町民 �00 歳ソフトボール大会
　午前８時開会　大川内小学校
●二里町民ソフトボール・

ミニバレーボール大会
　午前８時 30 分開会　二里小学校
●山代町子ども会連合会

キックベースボール大会
　午前８時 30 分開会　山代中学校
�� 日（木）
●山代町子ども会連合会

　　ミニバレーボール大会
　午後６時 10 分開会　山代中学校
�� 日（土）
●南波多町子ども会連合会球技大会
　午前８時 30 分開会　南波多小学校
●大川町子ども会連合会球技大会
　午前８時30分開会　大川運動広場ほか
�� 日（日）
●黒川町子ども会育成会球技大会
　午前８時 30 分開会　黒川小学校
●波多津町子ども会夏季球技大会
　午前８時開会　波多津運動広場ほか
●二里町子ども会球技大会
　午前８時 30 分開会　二里小学校

１日（水）〜 毎週水・金
●市長旗争奪ママさんナイター

バレーボール大会
　午後７時開会　国見台体育館
４日（土）〜
●市長旗争奪少年野球大会
　午前８時開会　国見台野球場
５日（日）
●市民ソフトバレーボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
８月２日（日）
●伊万里ラジオ体操会
　午前６時20分開会　国見台陸上競技場

　

市
長
旗
争
奪
第
31
回
中
学
生
野

球
大
会
が
６
月
６
日
、
７
日
の
２

日
間
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
７
チ

ー
ム
が
出
場
し
て
国
見
台
野
球
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

７
日
の
決
勝
戦
に
は
、
山
代
中

学
校
と
啓
成
中
学
校
が
進
出
。
両

チ
ー
ム
と
も
、
毎
回
ラ
ン
ナ
ー
を

出
す
も
の
の
決
定
打
が
出
な
い
ま

ま
０
対
０
で
迎
え
た
４
回
裏
の
山

代
中
の
攻
撃
。
一
死
後
、
５
番
松

尾
が
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、

守
備
の
乱
れ
を
つ
き
、
２
塁
へ
。

２
死
後
、
７
番
前
田
が
レ
フ
ト
前

ヒ
ッ
ト
で
、
ラ
ン
ナ
ー
１
・
３
塁
と

チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
、
続
く
８
番
桑

原
の
打
席
。
カ
ウ
ン
ト
ワ
ン
エ
ン

ド
ワ
ン
か
ら
の
投
球
が
ワ
イ
ル
ド

ピ
ッ
チ
と
な
り
、
３
塁
ラ
ン
ナ
ー

が
ホ
ー
ム
イ
ン
し
、
貴
重
な
先
取

個　人　戦

1・2 年

生の部

優　勝 岡本 　朗（青嶺中）

準優勝 谷山 寛幸（伊万里中）

３　位 平山 隆生（東陵中）

３年生

の　部

優　勝 川原 清志（啓成中）

準優勝 井手 啄磨（東陵中））

３　位 高添 勇樹（東陵中）

１　位 ２　位 ３　位

Aパート 作井手クラブ A あさひが丘GG同好会A 多々良

Bパート 腰岳クラブ A あさひが丘GG同好会B 松悠 G.G.C

Cパート マンデー・クラブ 腰岳クラブ B 川東友好会 A

チームの部　総合優勝 マンデー・クラブ

団　体　戦

優　勝 東陵中学校

準優勝 青嶺中学校

３　位 伊万里中学校

市少年相撲大会  〜第 27 回中学生相撲大会〜

市
長
旗
争
奪
第
31
回
中
学
生
野
球
大
会

山
代
中
が
接
戦
を
制
し
、
優
勝

期　日　５月 30 日（土）　　　会　場　国見台相撲場

↑接戦を制して優勝を果たし、喜びの山代中ナイン

点
を
挙
げ
ま
し
た
。
そ
の
１
点
を

全
員
で
守
り
き
っ
た
山
代
中
が
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

優　

勝　

山
代
中
学
校

　

準
優
勝　

啓
成
中
学
校

第 12 回市民グラウンド・ゴルフ大会
期　日　６月７日（日）　会　場　国見台陸上競技場・国見台球技場

１　位 ２　位 ３　位

Aパート 山田 文雄
（作井手クラブ A）

井上 寛正
（八谷搦A）

峯　眞芳
（あさひが丘GG同好会A）

Bパート 濱野 洋一
（腰岳クラブ A）

岩永 利次
（脇田 GG 愛好会）

東　笑子
（あさひが丘GG同好会B）

Cパート 松本 邦夫 
（いまりやまびこ会B）

千北 和雄
（マンデー・クラブ）

木寺 律子
（マンデー・クラブ）

個人の部　総合優勝 松本 邦夫 （いまりやまびこ会 B）

● 個人の部

↑狙います！
　ホールインワン

↑選手宣誓
　本山 喜久司 選手
　（作井手クラブ A）
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七
夕
は
、
旧
暦
７
月
７
日
の

行
事
で
し
た
。
明
治
時
代
に
新

暦
が
採
用
さ
れ
た
の
で
、
現
代

で
は
、
７
月
７
日
か
８
月
７
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
に
天

の
川
を
は
さ
ん
だ
織
姫
（
織

し
ょ
く

女じ
ょ

星せ
い

）
と
彦
星
（
牽け

ん

牛
ぎ
ゅ
う

星せ
い

）
が
、

あ
う
こ
と
を
祝
う
星
祭
り
と
さ

れ
ま
す
。
星
へ
の
願
い
を
書
い

た
短
冊
が
つ
る
さ
れ
た
笹
を
た

て
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
行
事
が
終
わ
る

と
、
笹
を
川
や
海
に
流
し
て
い

ま
し
た
。
現
代
と
は
違
い
、
正

月
か
ら
半
年
間
の
け
が
れ
を
笹

に
託
し
て
流
そ
う
と
し
た
の
で

す
。
ま
た
、
こ
の
日
に
里
芋
や

蓮は
す

、
稲
の
葉
に
た
ま
っ
た
朝
露

で
墨
を
す
る
と
、
習
字
が
上
達

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
夕
は
、
古
代
中
国
の
乞き

っ

巧こ
う

奠で
ん

と
い
う
行
事
が
も
と
で
す
。

乞
功
奠
で
は
、
旧
暦
７
月
７
日

の
夕
方
、
織
女
星
に
裁
縫
の
上

達
を
願
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

乞
功
奠
に
『
七
夕
』
の
字
が
あ

て
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
日
本
へ
伝
わ
り
、

棚た
な

機ば
た

津つ

女め

の
日
本
神
話
と
重
ね

ら
れ
た
の
で
、『
七
夕
』
を
『
た

な
ば
た
』
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
平
安
時
代
の
貴
族
は

七
夕
に
和
歌
の
上
達
を
願
い
ま

し
た
。
江
戸
時
代
、
庶
民
に
手

習
い
が
普
及
す
る
と
、
習
字
の

上
達
を
願
う
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。

　

七た

な　

夕ば

た

〜 

中
国
の
星
祭
り
が
日
本
で
変
わ
っ
た
行
事 

〜

　
　
　

伝
統
の
祭
り
や
行
事 

⑦

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎
㉓
３
１
８
６
）

短冊に星への願いを込めて

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo.182

　　

５
月
末
か
ら
、
山
里
の
村
で
は

田
植
え
に
向
か
っ
て
田
お
こ
し
が

始
ま
り
ま
す
。

　

あ
る
時
、
何
気
な
く
そ
の
作
業

を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の
周
り
を
、
前
に
後
ろ
に
飛

び
交
う
二
羽
の
カ
ラ
ス
が
目
に
入

り
ま
し
た
。
時
に
は
あ
ぜ
道
に
下

り
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ま
た
戻
っ

て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ

う
な
様
子
で
す
。
そ
う
し
て
飛
び

立
っ
て
は
ま
た
降
り
る
。
そ
の
動

き
の
奇
妙
さ
に
、
し
ば
ら
く
見

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

運
転
の
男
性
に
聞
く
と
、
カ
ラ

ス
た
ち
は
土
の
中
か
ら
出
て
く
る

小
動
物
を
餌
に
し
よ
う
と
待
ち
構

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
彼
は
、「
カ
ラ
ス
は
頭

の
よ
い
、
気
の
利
い
た
鳥
で
す
よ
」

と
付
け
加
え
ま
し
た
。
一
般
に
、

カ
ラ
ス
は
、
そ
の
体
全
体
が
真
っ

黒
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か

と
言
う
と
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
た

れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
カ
ラ
ス

を
身
近
で
き
ち
ん
と
観
察
し
て
い

る
人
に
と
っ
て
は
、『
頭
の
よ
い
、

気
の
利
い
た
鳥
』
と
い
う
評
価
な

の
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
外
見
と
風

評
だ
け
で
カ
ラ
ス
を
見
て
い
た
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
自
分
の
思

い
込
み
を
反
省
す
る
中
で
、
私
は
、

か
つ
て
読
ん
だ
、
東
京
都
に
住
む

あ
る
高
校
一
年
生
・
女
性
の
『
顔

で
判
断
さ
れ
る
悲
し
さ
』
と
題
し

た
投
稿
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
天

然
パ
ー
マ
で
に
き
び
が
あ
っ
て
、

ブ
ス
と
言
わ
れ
続
け
た
悲
し
さ
を

訴
え
た
も
の
で
し
た
。

　

私
は
、
外
見
だ
け
で
人
を
見
て

い
る
自
分
に
気
づ
き
、
反
省
す
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
、
人
を
見
る
と
き
、
そ
の

人
の
風
貌
や
行
動
と
い
っ
た
外
見

だ
け
で
、
そ
の
人
柄
や
能
力
な
ど

ま
で
を
判
断
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
カ
ラ
ス
の
行
動
を
見
入
っ

た
あ
と
で
、
そ
う
い
う
過
ち
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。

  

カ 

ラ 

ス

　

５
月
31
日
に
『
伊
万
里
市
美
術

展
30
周
年
記
念
式
典
』
が
市
民
図

書
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
伊
万
里
市
美
術
展

は
、
昭
和
55
年
に
『
書
』

と
『
絵
画
』
の
２
部
門

で
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

元
年
に
は
『
写
真
』『
工

芸
』
が
加
わ
り
４
部
門

に
拡
大
。
こ
れ
ま
で
約

『
伊
万
里
市
美
術
展
�0
周
年
記
念
式
典
』と『
児
童
生
徒
書
道
展
』

４
５
０
０
点
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
市
民
の
美
術
に
対
す
る
関
心

と
意
欲
を
高
め
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
日
、
長
年
に
わ

た
り
企
画
や
運
営
に
従

事
し
て
き
た
実
行
委
員

な
ど
13
人
に
対
し
、
市

の
美
術
文
化
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
、
書

道
連
盟
主
催
の
『
児
童
生
徒
書
道

展
』
が
同
時
開
催
さ
れ
、
市
長
賞

な
ど
入
賞
者
36
人
へ
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
に
よ
る

書
道
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
に
腕

前
を
披
露
し
ま
し
た
。

感謝状が贈られた委員の皆さん



●

持
参
す
る
も
の　

受
給
資
格
証
、

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

　

手
帳
、
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、

預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
名
義

　

の
も
の
で
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
も
可
）

※
平
成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
人
の
場
合
は
、
平
成

21
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地

で
発
行
さ
れ
た
平
成
20
年
中
の

所
得
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す

●

申
込
・
問
合
先　

福
祉
課
社
会

　

福
祉
係
（　

☎
㉓
２
１
５
６
）

　
『
平
成
20
年
度
農
村
風
景
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
入
賞
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
農
村
風
景
の
魅
力
い

っ
ぱ
い
の
写
真
を
観
て
『
佐
賀
の

農
業
・
農
村
の
よ
さ
』
を
感
じ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

●

日　

時　

７
月
８
日
（
水
）

～
７
月
16
日
（
木
）

●

場　

所　

　

市
民
セ
ン
タ
ー
・
玄
関
ホ
ー
ル

●

内　

容　

佐
賀
県
内
の
農
村
の

　

自
然
風
景
や
農
作
業
風
景
、
そ

　

こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
風
景
、

　

祭
事
の
模
様
、
地
域
を
象
徴
す

　

る
風
物
な
ど
の
写
真
展
示

●

問
合
先　

農
山
漁
村
整
備
課

（　

☎
㉓
２
５
９
１
）

伊
万
里
農
林
事
務
所
農
村
農
地
課

（
☎
㉓
３
１
３
９
）

18�009.7

お知らせコーナー
チャンネル

●

日　

時　

７
月
４
日
（
土
）

　
　
　

集　

合　

午
前
９
時
30
分

　
　
　

出　

発　

午
前
10
時

●

集
合
場
所　

伊
万
里
駅
前
公
園

●

パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス　

伊
万
里
駅

　

前
公
園
→
佐
賀
銀
行
前
→
本
町

　

ア
ー
ケ
ー
ド
（
折
り
返
し
）

●

駐
車
場　

　

伊
万
里
信
用
金
庫
本
店
ま
た
は

　

佐
賀
銀
行
伊
万
里
支
店
の
駐
車

　

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●

問
合
先　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
㉓
２
６
５
８
）

　

平
成
20
年
度

に
お
け
る
住
民

基
本
台
帳
法
に

よ
る
閲
覧
状
況

は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

※
閲
覧
申
請
者
、
利
用
目
的
な
ど

　

の
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●

問
合
先　

市
民
課
記
録
管
理
係

（　

☎
㉓
２
１
２
９
）

　

伊
万
里
湾
環
境
保
全
対
策
協
議

会
（
伊
万
里
市
・
松
浦
市
・
唐
津
市
）

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

で
は
、
伊
万
里
湾
を
き
れ
い
に
す

る
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
美
し
い

伊
万
里
湾
を
未
来
に
残
せ
る
よ
う

に
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●

実
施
日
時　

７
月
20
日
（
月
・
祝
）

　

海
の
日　

午
前
８
時
～

●

実
施
場
所

　

瀬
戸
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、

　

多
々
良
・
波
瀬
・
久
原
の
各
海
岸

※
参
加
す
る
人
は
環
境
課
ま
で
事

　

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●

問
合
先　

環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

　

推
進
係
（　

☎
㉓
２
１
４
５
）

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
受
給

資
格
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●

受
付
開
始
日　

７
月
15
日
（
水
）

※
７
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し

　

ま
す

●

受
付
場
所　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

●

受
給
資
格
の
確
認

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

　

２
級
の
人

②
療
育
手
帳
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
療

　

育
手
帳
Ｉ
Ｑ
50
以
下
の
人

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な工作などを行います
　日　時　７月８日（水）、15 日（水）
　　　　　午前 10 時～正午
　場　所　市民図書館ホール
②お誕生会（要申込）
　7 月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　７月 22 日（水）
　　　　　午前11時～午前11時45分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　（☎㉓５１９７）

住
民
基
本
台
帳
法
に

基
づ
く
閲
覧
状
況
公
開

農
村
風
景
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

重
度
障
害
者
医
療
費

受
給
資
格
更
新
手
続

『
第
59
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
』
パ
レ
ー
ド

チャンネル

伊
万
里
湾
岸
清
掃
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

申請
件数

閲覧
件数

上半期 ８ 427

下半期 ６ 154

計 14 581



　

館
、
陶
器
商
家
資
料
館
、
伊
万

　

里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
市
民

　

図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
人

●
出
品
点
数　

１
人
１
点

●
展
示
品
の
搬
入
と
搬
出　

▽
搬
入　

９
月
12
日
・
13
日

▽
搬
出　

11
月
10
日
・
11
日

※
搬
入
・
搬
出
に
係
る
費
用
は
出

　

品
者
の
負
担
と
な
り
ま
す

【
第
10
回
市
民
所
蔵
品
展
】

●
期　

間　

10
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

〜
11
月
８
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
入
場
料　

無　

料

●

会
場
・
応
募
・
問
合
先　

歴
史

　

民
俗
資
料
館
（
㉒
☎
７
１
０
７
）

●
日　

時　

８
月
16
日
（
日
）

　

午
後
４
時
〜
６
時
30
分

●
会　

場　

国
見
台
陸
上
競
技
場

●
募
集
対
象

　

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
か
ら

　

６
年
生
の
児
童

●
募
集
人
員　

50
人

●
参
加
費　

500
円
（
保
険
料
含
む
）

●
申
込
方
法　

電
話
申
込

●
申
込
期
限　

７
月
24
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先　

　

伊
万
里
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
池

　

田
青
穂

（
０
９
０ 

５
３
８
４ 

６
９
５
６
）

●
申
込
期
限　

７
月
17
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す

●
申
込
先　

各
町
公
民
館

●
問
合
先　

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

（　

☎
㉓
２
６
５
８
）

●

募
集
す
る
も
の　

油
絵
、
額
装

　

な
ど
で
、
故
人
の
作
品
と
し
ま
す

●
募
集
期
間

　

８
月
１
日（
土
）〜
８
月
30
日（
日
）

●

応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　

歴
史
民
俗
資
料
館
へ
応
募
し
て

　

く
だ
さ
い

●
申
込
書
設
置
場
所

　

各
町
公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料

市制施行55周年記念事業
第２回『畑の中のレストラン』夏休み企画

農村チャレンジキャンプ

●開催日（１泊２日）
　７月25日（土）・26日（日）
●集合場所・時間
　市役所玄関前　午前９時30分
●開催場所　夢耕房たきの

（東山代町川内野）
●宿　泊　地元農家・夢耕房たきの
●参加費　2,500円
●対象者　小学３年生～中学生
●参加人数　20 人
●申込方法　四季の館、松浦の里、
　Ａコープ伊万里店、市役所にあ
　る申込用紙に必要事項を記入し、
　備え付けの応募箱に入れてくだ
　さい（電話、ＦＡＸでも応募可）
●申込期限　７月 16 日（木）
●問合先　農業振興課農政企画係

（　 ☎ ㉓２５５７）
（　 ㉓２４７４）

お知らせコーナー
チャンネル
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●
日　

時　

12
月
６
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜

●
会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●
募
集
部
門

　

歌
・
合
唱
、
器
楽
・
重
奏

※
カ
ラ
オ
ケ
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
は

　

参
加
で
き
ま
せ
ん

●

応
募
資
格　

市
内
在
住
者
（
市

　

内
出
身
者
）
ま
た
は
市
内
で
常

　

時
活
動
し
て
い
る
団
体
・
個
人

　

に
限
り
ま
す

●
参
加
料

　

10
人
以
下
は
３
０
０
０
円

※
10
人
を
超
え
る
場
合
、
１
人
増

　

え
る
ご
と
に
300
円
追
加

●

応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各

　

町
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
応
募
期
限　

７
月
24
日
（
金
）

●

問
合
先　

市
民
音
楽
祭
実
行
委

　

員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー　

☎
㉒
１
２
６
２
）

●
期　

日
（
３
泊
４
日
）

　

８
月
21
日
（
金
）
〜
24
日
（
月
）

●
体
験
内
容　

わ
ん
ぱ
く
ラ
リ
ー
、

　

き
も
だ
め
し
、
カ
ヌ
ー
試
乗
、

あ
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

●

キ
ャ
ン
プ
地　

自
然
の
森
キ
ャ

　

ン
プ
場
（
大
川
町
東
田
代
）

●
定
員
と
参
加
費

▽
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

　

40
人
、
３
０
０
０
円

▽
高
校
生
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

　

６
人
、
無
料

第
10
回
市
民
所
蔵
品
展

出
品
作
品
募
集

チ
ャ
レ
ン
ジ
『
野
性
へ

の
挑
戦
』
団
員
募
集

ぼ
し
ゅ
う

市

民

音

楽

祭

出

場

者

募

集

サ
ガ
ン
鳥
栖
サ
ッ
カ
ー

教
室

in
伊
万
里

FAX



※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り

●

問
合
先

▽
伊
万
里
市
木
工
芸
セ
ン
タ
ー

　

ピ
ノ
キ
オ
の
家
（
☎
㉒
２
８
２
２
）

　

開
館
日　

土
日
祝
、
春
・
夏
休
み

　
（
水
曜
日
は
休
館
）

　

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
伊
万
里
西
松
浦
森
林
組
合

（
☎
㉓
３
３
９
８
）

▽
農
山
漁
村
整
備
課

（　

☎
㉓
２
５
９
１
）

※
ピ
ノ
キ
オ
の
家
は
予
約
優
先
と

　

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話

　

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

202009.7
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交通安全指導員からのメッセージ

●

応
募
資
格

　

市
内
小
学

　

校
の
児
童

●

作
品
内
容

　

主
に
木
材
を
使
用
し
、
一
人
で
持

　

ち
運
び
で
き
る
大
き
さ
の
も
の

①
テ
ー
マ
部
門　
『
の
り
も
の
』

②
フ
リ
ー
部
門

※
作
り
方
な
ど
木
工
芸
指
導
員
に

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

●

募
集
期
限　

８
月
20
日
（
木
）

●

応
募
方
法　

応
募
用
紙
を
下
記

　

の
問
合
先
に
用
意
し
て
い
ま
す

●

作
品
展
示　

　

８
月
21
日
か
ら
28
日
ま
で
市
役
所

　

ロ
ビ
ー
で
作
品
を
展
示
し
ま
す

●

表　

彰　

部
門
ご
と
に
最
優
秀

　

賞
１
点
、
優
秀
賞
１
点

作品
大募集！

（写真）昨年度のテーマ
部門『おいしい楽しい
机』最優秀作品

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

夏
休
み
ピ
ノ
キ
オ

木
工
芸
作
品
募
集

　生徒たちが一生懸命に取り組んだ『伊農ブラン
ド』の農産物をお安く販売します。

●期　日　７月８日（水）
●時　間　正午〜午後0時50分（売り切れ次第終了）
●場　所　生物生産科温室前　実習室
●販売物　野菜（メロン、トマトなど）・草花（ユリ、
　ベゴニアなど）、食品（味噌、シフォンケーキなど）
●問合先　伊万里農林高校（☎㉓４１３８）

伊万里農林高校  第１回校内販売会

　普段見ることができない海洋エネルギーの実験装置を見ること
ができます、海洋温度差発電のビデオ上映や模型を使った発電の
実演がありますので、ぜひご来場ください。
●日　時　7 月 19 日（日）午前 10 時〜午後４時
●参加費　無　料
※見学を希望する人は、直接会場までお集まりください（駐車場有）
●会場および問合先　
　佐賀大学海洋エネルギー研究センター・伊万里サテライト事務
　室（椋本・馬場）（☎⑳２１９０）

『佐賀大学海洋エネルギー研究センター
2009オープンラボ（施設見学会）』

第 33 回 全日本少年サッカー佐賀県大会
大健闘！大坪少年サッカークラブ

●期　日　
　6 月 14 日（日）
●場　所　
　佐賀フットボールセンター
●準決勝
　大坪少年０ー１サガン鳥栖Ｕー 12
●参加チーム　県内の 73 チーム
※ 8 月に鹿児島県で行われる九州大
　会に出場予定です

ＢＥＳＴ４入り

　皆さん、はじめまし
て。交通指導員となり、
今年で３年目となりま
す。毎朝、どんな悪天
候でも、事故が起きな
いようにと立ち続けて
います。この任務の重

責、大変さを感じる毎日です。地域の人
たちの温かい言葉に救われ、また子ども
たちから挨拶はもちろん、話しかけてく
れる子もいて、元気をもらっています。
市内には私のほか 31 人が指導員として
頑張っておられます。今後も、いろいろ
な人たちの協力を得ながら地域の交通安
全への貢献ができればと思っています。

夏の交通安全県民運動
★期　間　７月８日（水）〜17 日（金）
★スローガン

『守ろう交通ルール高めよう交通マナー』
★運動の重点
１ 子どもと高齢者の交通事故防止
２ 飲酒・暴走運転の根絶
３ 自転車の安全利用促進
４ 全ての座席のシートベルトとチャイル　
ドシートの正しい着用の徹底
★交通事故発生状況

　（６月 15 日現在：前年同期比）
・人身事故　　180 件（− 19 件）
・死　　者　　　　0 人（−  2 人）
・傷　　者　　236 人（− 57人）
・物損事故　　464 件

東山代町里
　眞鍋 秀司 さん
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�1 �009.7 毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　環境課（　 ☎㉓２１４４）

長時間使用しないときはプラグを抜く

　電気ポットで満タンの水 2.2 ㍑を沸騰させて 1.2 ㍑を使用後、
①６時間保温状態にした場合と、②電気ポットのプラグを抜いて保
温しないで再沸騰させて使用した場合を比較したとき、
　　②の方が年間で 電気 107.�� ｋＷｈ、約 �,��0 円の節約、
　　二酸化炭素 �8.7 ｋ g の削減となります

　８日・22 日（弁護士）

　２日・８月６日（司法書士）

　16 日（公証人）

　７日・21 日

　※午前 10 時〜午後４時

　17 日※午前９時〜正午

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
暮 ら し の 知 恵 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･４�
第  １   �
第  ３   �
第１･３�
毎週月水金

第  ３   �

●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎週金曜日 午前９時 30 分～午後３時

●健康相談 会場：市民ロビー

　７月２日（木）午後１時 30 分～３時

●身障者相談 会場 : 市民ロビー

　毎月第４月曜日 午前 10 時～午後３時

※①･②･③は、市民サービス係まで予約してください

　　社会保険事務所による年金相談が、毎週金曜日に伊万里
市役所で実施されています。７月から、待ち時間を解消す
るため完全予約制となりますので、利用を希望する人は、
前日までに予約をお願いします。

　　〈予約受付電話番号〉　0955-72-5161
　　◆問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３６）

年金相談が予約制となります

一人で悩まず
ご相談ください

■会 場：市役所１階市民相談コーナー
■時 間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守

７ 月 の 市 民 相 談７ 月 の 行 事

５日（日）　午前 10 時開演

第 �7 回県身体障害者福祉大会

５日（日）　午前９時開演

こころ、ふれあい歌フェスタ �009 年

図書館☆（ほし）まつり

今年のテーマ　『年に一度のめぐり会い』

11 日（土）・1� 日（日）午前 10 時〜午後４時

　毎年多くの図書館利用者グループの参加に

よる多彩な催しでにぎわいます。ぜひ市民の

皆さんもご一緒に図書館の 1� 回目の誕生日

をお祝いしてください。

★名画上映会　

　『第３逃亡者』（8� 分）

　７月 1� 日（水）・�� 日（日）

　午後２時 �0 分〜３時 �� 分

★７月の休館日　�� 日（館内整理日）

　６日、1� 日、�0 日、�7 日

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/
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人のうごき
平成 21 年６月１日現在
●人口　58,328 人　　（＋ 28）
　　男　27,886 人　　（＋ 19）
　　女　30,442 人　　（＋   9）
●世帯　21,913 世帯    （＋ 41）

（　）は前月比

広報　　　　　 2009-7
■発行日／平成 21 年 7 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社

���009.7

↑往年の名車を一目見ようと訪れた熱心なファンは、あこがれの
車をカメラに収めたり、内装をのぞき込んだりしていました

　

毎
朝
、
明
る
く

元
気
よ
く
、
自
分

か
ら
「
お
は
よ

う
」
と
言
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
う

す
れ
ば
、
言
わ
れ

た
相
手
も
元
気
に

な
り
、
言
っ
た
自

分
も
す
が
す
が
し

い
気
持
ち
で
一
日

が
ス
タ
ー
ト
で
き

ま
す
よ
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
に
身
に
つ

け
さ
せ
た
い
マ
ナ
ー
や
立
ち
振
る
舞
い
に
つ

い
て
、
市
民
の
声
を
も
と
に
『
伊
万
里
っ
子

し
ぐ
さ
』
と
し
て
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
な

ど
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
毎

月
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ

↑二里小学校のあいさつ運動

classic car festival

    伊万里
クラシックカー
フェスティバル

今
月
の
伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ

　

笑
顔
で
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　

伊
万
里
っ
子

　

５
月
24
日
、『
第
１
回
伊
万

里
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
が
本
町
名
店
街

ア
ー
ケ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
伊
万
里
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
愛
好
会
が
、
ま
ち

の
活
性
化
を
願
っ
て
初
め

て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

１
９
７
８
年
以
前
に
生
産
さ

れ
た
懐
か
し
い
車
の
出
品
を

県
内
外
の
愛
好
者
に
呼
び
か

け
て
実
現
し
、
約
80
台
の
出

品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ナ
ー
自
慢
の
車
は
、

１
台
１
台
が
個
性
的
な
ス
タ

イ
ル
で
、
外
観
だ
け
で
な
く

内
装
な
ど
に
も
手
入
れ
が
行

き
届
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も

車
検
が
済
ま
せ
て
あ
る
の
で
、

今
で
も
公
道
で
の
走
行
が
十

分
に
可
能
で
す
。

　

会
場
に
は
、
普
段
な
か
な

か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
懐

か
し
の
名
車
を
一
目
見
よ
う

と
、
多
く
の
車
好
き
の
人
や

家
族
連
れ
が
詰
め
か
け
ま
し

た
。
訪
れ
た
熱
心
な
フ
ァ
ン

は
、
お
目
当
て
の
車
の
エ
ン

ジ
ン
ル
ー
ム
を
の
ぞ
き
込
ん

だ
り
、
そ
の
姿
を
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
バ
ン
ド
や
エ

イ
サ
ー
の
披
露
な
ど
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
、
大
い
に
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。




